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Ⅰ 工学部の教育目的と特徴 

 

 工学部は，大正 11 年に創設された徳島高等工業学校を前身として，昭和 24 年の学制改

革によって４年制大学となった。以来，経済成長に伴う社会ニーズに対応して学科増設を

行うとともに，昭和 39 年４月には大学院工学研究科修士課程を設置し，昭和 63 年には生

物工学科を増設して６学科 17 大講座に改組，平成３年には大学院工学研究科博士後期課程

３専攻を設置した。平成５年に工業短期大学部の廃止転換による昼間コースと夜間主コー

スへの改組及び光応用工学科の増設，そして，平成９年には大学院工学研究科エコシステ

ム工学独立専攻を設置した。平成 18 年には大学院重点化を行った。このように本学部は，

国立大学の中では新しい工学領域である生物工学や光応用工学の教育を早期に導入し，建

設工学科，機械工学科，化学応用工学科，生物工学科，電気電子工学科，知能情報工学科，

光応用工学科の７学科からなる，現在の工学領域を広範囲に教育可能な体制を整えてきた。 

 また，本学部のほとんどの学科において，日本技術者教育認定機構（JABEE）に認定され

た国際レベルの教育プログラムを実践するとともに，創成学習開発センターや u ラーニン

グセンターによって新しい工学教育方法の実践を行っていることも教育上の大きな特徴で

ある。入学試験においては，一般選抜（昼間コース，夜間主コース），特別選抜，編入学制

度を実施し，多様な人材を確保している。就職状況も順調であり，卒業生は国内外で専門

職として活躍している。徳島県は，全国でも有数のベンチャー企業が多い地域である。多

くの本学部卒業生が地元企業の活性化や新技術の開発に重要な役割を果たしている。発光

ダイオードの開発応用等はその代表例である。本学部の工学教育プログラムでは，科学技

術の進歩が人類と社会に及ぼす影響について，強い責任感をもって探求できる自律的技術

者の育成及び先進的研究を推進できる研究者を育成するための基礎教育を行うことを目的

としている。この目的は，本学の中期目標の中の「人間性に富む人格の形成を促す教育を

行い，優れた専門能力を身につけ，進取の気風に富む人材を育成する。」という学士課程教

育の成果に関する目的と合致する。この技術者を育成する新しい教育の実施計画を立案し，

実施方法と教育効果に対する的確な検証と評価を行い，教育の質と方法を向上させる教育

プログラムを実施している。 

 

工学部の教育目的 

 科学技術とその進歩が人類と社会に及ぼす影響について，強い責任を持つ自律的技術者

を育成することを各学科に共通する教育目的とし，以下の４項目を設定した。 

１．豊かな人格と教養及び自発的意欲の育成 

２．工学の基礎知識による分析力と探求力の育成 

３．専門の基礎知識による問題解決力と表現力の育成 

４．社会の変化に柔軟に対応できる自律的応用力と創造力の育成 

 

 上記の教育目的を達成するため，本学部では次の３項目からなる教育方針を立て，興味

と意欲を持たせるカリキュラムを編成している。 

１．目標を設定し，過程を実現させる教育 

教育目的を着実に達成するために，学生に対して各学習の段階で適切な目標を設定

し，この目標に対して学生が自発的に到達できる手法を提示する。さらに，達成感を

体験することで，学習に対する興味と意欲がもてる環境を準備する。 

２．アウトカムズ・アセスメントによる教育評価 

本学部の工学教育プログラムは，アウトカムズ・アセスメントを基本とした教育の

質の向上に関する自己評価機能を組み込んでいる。アウトカムズ・アセスメントは，
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次の評価項目に対して,教員側だけでなく,学生側からも積極的な参加が必要である。 

(a) 目的を実現する教育システム（計画・実施・評価システム）に対する評価 

(b) 教育目標に対するカリキュラムの編成，運用と体制に対する評価 

(c) 学生の学力やスキル及びそれらの目標達成度に対する評価 

(d) 学生による授業評価 

３．興味と意欲を持たせるカリキュラムの編成 

各学科のカリキュラムの編成にあたっては，全学共通教育や専門科目（導入科目， 

工学基礎科目，創成科目，工学教養科目を含む。）を配置している。 

本学部では，特に，学生の授業評価，卒業生の教育プログラム評価，外部評価機関

による評価を重視し，毎年，FD 活動や教育改善に活用している。 

 

日本技術者教育認定教育（JABEE）プログラムの実践 

日本技術者教育認定制度とは，大学等高等教育機関で実施されている技術者教育プログ

ラムを外部評価機関（日本技術者教育認定機構（JABEE））が社会の要求水準を満たしてい

るかどうかを公平に評価し，その水準を満たしている教育プログラムを認定する制度であ

り，技術者教育の国際的な同等性を保証する制度でもある。学習教育の質と量（各分野に

おける修得すべき知識・能力），教育組織と環境，継続的な教育改善点検システムが厳密に

審査される。本学部では，機械工学科と光応用工学科が平成 15 年度，電気電子工学科が平

成 16 年度，建設工学科と生物工学科が平成 17 年度，化学応用工学科が平成 19 年度に日本

技術者教育認定機構（JABEE）より教育プログラムが認定されている。知能情報工学科は受

審に向けて検討を進めている。 

 

［想定する関係者とその期待］ 

国民，工学系技術者を必要とする産業界や公的機関に属する関係者を想定し，21 世紀の

我が国が科学技術創造立国として，さらなる発展を目指すための優秀な人材を育成・輩出

することが期待されている。 
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Ⅱ 分析項目ごとの水準の判断 

 

分析項目Ⅰ 教育の実施体制 

(１)観点ごとの分析 

観点 基本的組織の編成 

(観点に係る状況) 本学部は，現代社会から要求される多様な工学技術者を育成するため，

もの作り創造システム工学系（建設工学科，機械工学科），物質生命工学系（化学応用工学

科，生物工学科），コンピュータ工学系（電気電子工学科，知能情報工学科，光応用工学科）

の３つの系から構成され（学生定員：大学情報データベース（資料 A2-2007 入力データ

集:NO.3-1 学生（年次別）），適切な教員数：大学情報データベース（資料 A2-2007 入力デ

ータ集:NO.2-1 専任教員））を配置している。 

各学科において，昼間コース，夜間主コースの専門教育を行い，工学基礎教育センター

は数学，物理など専門基礎科目の教育を行っている。総合技術センターは学生の実習や研

究支援を行っている。また，教育方法の開発や教育環境整備のため，創成学習開発センタ

ー，u ラーニングセンターを設置している。 

このように，本学部の基本的組織の編成は教育目標を達成する上で適切な編成となって

いる。 

 

観点 教育内容、教育方法の改善に向けて取り組む体制 

(観点に係る状況) 学習・教育目標の達成度の結果に基づき，教育プログラムの評価シス

テムは，全学及び本学部の自己点検・評価委員会，FD 委員会を中心に本学部全体，学科毎

に進められ，教務委員会は，これらの評価と社会の要請，学生の要望に配慮した教育内容，

方法の改善を行っている。（別添資料１：「教育プログラム改善システム」） 

本学部 FD 委員会は，特に，教育効果の評価，教員の教育力向上のための講演会の開催

や教員ネットワークの構築等を行い，教育改善の点検・支援を推進している。（別添資料２：

「工学部 FD 委員会の活動」） 

本学部では６学科の教育プログラムが JABEE 認定されているが，JABEE では継続的な改

善活動が義務づけられている。そのため，新規科目の導入などの教育プログラムの改善（別

添資料３：「平成 16 年度以降のカリキュラム改編」）や以下に示す学生と教員に対する教育

支援活動を毎年，恒常的に行っている。 

(1) シラバスの整備 

各講義，演習，実習の学習の到達目標，講義計画と内容，成績評価基準，関連科目

が明示されたシラバスを整備し，学生の学習を支援している。（別添資料４：「シラバ

スの一例と授業評価アンケート結果」） 

シラバスは，各学科のホームページにも公開している。 

(2) GPA の活用 

教育内容，方法を検証・評価するためには，統一された厳密な学生の達成度評価が

必要である。本学部では，講義の平均点は GPC（Grade Point Class Average）, 学生

の成績は GPA（Grade Point Average）で評価している。各科目間での GPC 値の比較は，

教員の教育効果の指標となり，GPC の低い科目等を教員へフィードバックすることに

より，教育方法の改善に役立てている。 

(3) 授業アンケート 

本学部で開講する全ての科目は，学生による授業アンケート（別添資料４：「シラバ

スの一例と授業評価アンケート結果」）を実施，その結果を公開し，次年度の改善案を

FD 委員会へ提出することを義務づけている。これに加えて，全学レベル，又は本学部

各学科で卒業生，修了生及び雇用主アンケートの実施と取りまとめが行われ，全学自

己点検・評価委員会や本学部 FD 委員会より改善事項が提示され，教務委員会が中心と

なり改善策を実施している。（別添資料５：「生物工学科卒業生へのアンケート」）
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(4) FD による教育改善活動 

本学部 FD 委員会では，教員の教育力向上を推進するため，教育改善に関する講演会

の開催や各学科による教育改善活動の報告会，FD 研究報告書の作成を行い（別添資料

２：「工学部 FD 委員会の活動」），創成型教育や u ラーニングの導入などの成果をあげ

ている。また，大学教育委員会 FD 専門委員会では，毎年春，全学 FD 推進プログラム

に基づく「合宿ワークショップ研修」を開催し，徳島大学全学 FD 活動の理解，授業の

計画・実施・評価の指導・助言を行い，新任教員の教育活動に効果をあげている。 

(5) 優秀教員の表彰 

本学部では，授業アンケートの結果等に基づき，毎年，各学科から一人優秀教員を

選出・表彰し，「THE TEACHER OF THE YEAR」の称号を授与するとともに，ホームペー

ジ上に公開し，教育者としての意識，教育力の向上を図っている。 

(6) 学びの相談室 

学びの相談室を共通講義棟３階に設置し，本学部学生の学習，修学上の悩みや疑問

に，学生相談員，TA（大学院生）が相談に応じている。 

(7) 外部評価会議等による評価や要望 

毎年，参与会議や外部評価会議を開催し，教育活動について評価を受ける機会を設

け，教育改善にフィードバックしている。また，各学科単位でも外部評価会議（主と

して地元企業）を開催し，地域社会の要望，学生に求める能力等についての意見を収

集している。また，円滑な高大接続が可能になるよう，高等学校教員や予備校教員と

の懇談会を行っている。外部評価会議の報告書において，本学部の FD 活動は，法人化

前の平成 15 年度は５点満点で 3.5 点，法人化後の平成 16 年度は 4.0 点と評価された

が，平成 19 年度は 4.4 点と高い評価を得ている。 

このように，本学部では教育内容・教育方法の学生及び教員による評価と FD 活動を整

備した結果，恒常的な教育改善システムを確立することができた。 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を上回る。 

(判断理由) 本学部では，教育目的に合致した適切な教育組織の編成を行い，教育内容・

教育方法の継続的な改善を進めるための評価システムと改善実行システムが円滑に機能し，

成果をあげていることから，期待される水準を上回ると判断する。 

 

分析項目Ⅱ 教育内容 

(１)観点ごとの分析 

観点 教育課程の編成 

(観点に係る状況) 本学部の教育課程は，全学共通教育と専門教育からなっている。全学

共通教育は，大学入門科目群，教養科目群（歴史と文化，人間と生命，生活と社会，自然

と技術），基盤形成科目群（外国語と情報科学），基礎科目群の４つの科目群から構成され

ている。全学共通教育では，４つの目的（１．大学での学習に対応し，主体的に知的訓練

に取り組む態度を養う。２．社会人としての豊かな人間性と高い倫理観を培う。３．諸科

学の基本的思考法や言語運用能力を身につけ，自立的学習の基盤を形成する。４．複合的

な視点から専門分野を理解し，必要な基礎知識を身につける。）を達成するため，各科目群

からバランスよく単位を取得するように定めている。（別添資料６：「全学共通教育科目及

び専門教育科目の所要単位数」） 

卒業に必要な全学共通教育の単位総計は，昼間コースで 41-45 単位，夜間主コースで

37-43 単位である。 

専門教育課程は，工学教養・専門教養，工学基礎，専門基礎，専門応用，創成科目，実

験・演習，卒業研究をピラミッド形式で行い，各専門分野において教育理念の達成と社会

から要請される水準の学習ができるよう設計している。（別添資料７：「各学科の専門教育

科目」） 



徳島大学工学部 分析項目Ⅱ．Ⅲ 

－11-6－ 

日本技術者教育認定機構によって，建設工学科，機械工学科，化学応用工学科，生物工

学科，電気電子工学科，光応用工学科の昼間コースの教育プログラムが認定され，国際レ

ベルのプログラムであることが証明されている。各学科の教育目標を達成するために必要

な科目は必修化するとともに，学生が希望する分野も積極的に学習できるよう多様な科目

を選択科目として開講している。（別添資料７：「各学科の専門教育科目」） 

本学部昼間コースでは，卒業に必要な専門教育の単位数は 86-90 単位であるが，各学科

では 131-164 単位に相当する科目を開講している。全学共通教育と専門教育を合わせて，

卒業に必要な総単位数は昼間コースでは 131 単位，夜間主コースは 126 単位である。 

このように，本学部の教育課程の編成は,教育目標を達成する上で適切な編成となって

いる。 

 

観点 学生や社会からの要請への対応 

(観点に係る状況) 本学部では，授業評価アンケート結果（別添資料４：「シラバスの一例

と授業評価アンケート結果」），卒業生（別添資料５：「生物工学科卒業生へのアンケート」）

や雇用主アンケート結果，さらに外部評価会議，参与会議，自己点検・評価委員会の意見

に基づき，学生や社会からの要請に対応した即戦力の人材育成を目指した教育プログラム

の改善を毎年進めている。 

また，高校で履修していない科目に不安を感じる学生を支援するため，多くの高大接続

科目を開講している。専門教育では，ベンチャー起業に有用な「ニュービジネス概論」や

英語力を強化する科目の他，社会，企業の要請に応じて「知的財産の基礎と活用」，「知的

財産事業化演習」など技術経営に関する科目を開講した。また，実務者による講義を選択

科目として数多く開講し，学生のキャリアアップ，職業意識の向上に努めている。平成 19

年度，建設工学科で８科目，機械工学科で 10 科目，化学応用工学科で３科目，生物工学科

で３科目，電気電子工学科で 10 科目，知能情報工学科で３科目，光応用工学科で８科目，

工学基礎教育センターで７科目の実務者による講義を開講している。さらに，高校で履修

していない理科科目の基礎力を身につけ，専門に対する興味を喚起するための導入科目や

基礎学力向上のための工業基礎英語，工業基礎数学，工業基礎物理も開講している。 

また，学生の自学自習を支援するため，u ラーニングシステムの拡充を推進している。

（別添資料８：「u-ラーニングを用いた授業」） 

単位互換については，本学の他学部，他学科の履修が可能である。また，中・四国の国

立大学工学部や四国大学，阿南工業高等専門学校と単位互換についての協定を締結してい

る。５大学間交流協定（徳島大，愛媛大，熊本大，群馬大，山形大）に基づき，５大学間

の単位互換協定を締結している。さらに，放送大学で取得した単位について，各学科が指

定した科目については，専門科目の単位として認定している。留学プログラムについては，

語学研修や研究活動のため，平成 16 年度から平成 19 年度の間に合計 23 名が海外に留学し

ている。学生の職業意識を高めるため就職セミナーを開催し，インターンシップも積極的

に推進している。インターンシップ参加者は平成 16 年度 113 名，平成 17 年度 139 名，平

成 18 年度 156 名,平成 19 年度 177 名と年々増加している。 

以上，本学部では，学生や社会からの要請に対応し，時代のニーズに合った高度職業人

を育成するための教育プログラムの編成に配慮している。 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を上回る。 

(判断理由) 教育目標を達成し得る適切な教育課程を編成し，学生や社会からの要請に関

する調査を行うとともに,それに対応し得る体制を構築していることから，期待される水準

を上回ると判断する。 

分析項目Ⅲ 教育方法 

(１)観点ごとの分析
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観点 授業形態の組合せと学習指導法の工夫 

(観点に係る状況) 本学部の授業科目は，全学共通教育，工学教養・専門教養，工学基礎，

専門基礎，専門応用，創成科目，実験・演習，卒業研究からなる教養，専門基礎から応用

へと円滑に学習できる教育課程が組まれ，主要科目は専任教員が担当している。学年ごと

に進級規程を設け，学生の学習成果の確認を厳密に行っている。シラバスの整備や u ラー

ニングの拡充を進め，学生の学習を支援している。学生実習等は TA を配置し，学生指導を

強化している。講義の中に，演習形式で問題を解く時間を設け，学生の理解度を高める授

業を行っている。また，新入生の初年度教育，新入生の学習意欲の向上策を本学部教務委

員会や各学科で検討し，以下のような工夫した対応策を実施している。 

１．新入生対策 

新入生が円滑に大学教育に順応できるよう,本学部では新入生対策に力を入れ，各学

科で数学,物理,化学の基礎学力の強化,学習意欲の向上と専門職の自覚を促す導入教

育を行っている。（別添資料９：「工学部新入生対策」） 

２．学部生対策 

本学部では，最初の授業において，シラバスを用いて授業の目的，到達目標，授業

計画，中間試験，レポートや期末試験の日程，評価基準等の説明を行い，授業への取

り組み方，学習方法について学生に周知している。シラバスは,毎年,学生の学習に役

立つよう改訂している。また，機械工学科など学生数が多い学科においては，各学年

を 50-60 人の２クラスとし，別々に講義を行い学生の理解度を深めている。講義の中

では,演習と問題解説を行い，毎回の講義目標を達成できるようにしている。また,本

学部では，毎年度末に工学教育シンポジウムを開催し，各学科の教育改善への取り組

み，学習指導法の工夫について発表，意見交換を行っている。特に，学生が主体的に

考える創成型の実習の開発を進めている。また，u ラーニング教育の拡充を進め，u

ラーニングを活用した授業数は，本学部全体で，平成 16 年度 18 科目，平成 17 年度

26 科目，平成 18 年度 51 科目,平成 19 年度 73 科目と増加している。平成 19 年度に行

われた u ラーニング授業は別紙のとおりである。（別添資料８：「u-ラーニングを用い

た授業」） 

なお，本学部の授業形態及び学習指導方法を表１に示す。 

 

表１ 授業形態及び学習指導方法一覧 

授業形態別科目数 学習指導法別の科目数 

学 

部 

学  科  

開
講
科
目
数 

講

義 

実

験

演

習

実

習

少人
数授
業 

対話
討論
形式

フィ
ール
ド型

メデ
ィア
利用 

情報
機器
利用 

ＴＡ
活用 

ｾﾞﾐﾅ
ｰﾙ形
式 

ﾁｭｰﾄ
ﾘ ｱ ﾙ
形式

その
他の
工夫

全学共通教育 711 399 11 308 80 355 7 25 291 58 59 36 12

建設工学科 64 56 3 12 4 3 3 3   42 3 3 64

機械工学科 76 44 4 30 9 5 2 2 1 3 20 6 3 76

化学応用工学科 67 61 6 2 1 11 7 1 7 18 12 1 67

生物工学科 67 64 9 15 1 3 6 1 6 10 16 5 62

電気電子工学科 79 70 6 13 6  1 17 2 69

知能情報工学科 51 39 2 4 7 2 2  1 5 1 39

光応用工学科 71 58 4 4 5 3 4 1  6 8 1 5

建設工学科（夜） 34 31 2 2 3 36 2   17 36

機械工学科（夜） 49 49 3 43 10 2 2   11 1 1 49

化学応用工学科（夜） 45 40 2 2 1 34 3 4 11 2 49

生物工学科（夜） 49 46 1 9 1 32 2 1 1  3 46

電気電子工学科（夜） 48 46 1 9 1  1 8 2 46

知能情報工学科（夜） 47 38 2 3 5 2 6 1 32

工 

学 

部 

学科共通 11 11 11   2 2
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（出典：工学部調） 

 

このように，本学部では授業形態の組み合わせと学習指導法の工夫によって，より教育

効果の高い教育活動を推進している。 

 

観点 主体的な学習を促す取組 

(観点に係る状況) 授業においては，予習，復習の課題を課し，学生の主体的学習を促す

ともに，単位上限制を定めて学習時間を確保している。また，早期卒業，飛び級の規程を

定め，学生の学習意欲の向上を図っている。建設，機械，化学応用，生物，電気電子，光

応用工学科では，日本技術者教育認定プログラムを施行しており，学生と教員のコンタク

トタイムを 1,800 時間以上確保することが定められている。コンタクトタイムとは，卒業

までの受講した講義，演習，実習の時間の合計と卒業研究に要した時間を総計した時間で

ある。４年生は，毎日,卒業研究を行った時間，教員と討論した時間，データ発表会などの

時間をノートに記録することが義務づけられている。また，学びの相談室，オフィスアワ

ーの設置，担任や教務委員による定期的な面談によって，組織的な履修指導を行っている。 

 

創成型授業の実施 

学生が専門教育により深い興味を持ち，自ら学ぶ姿勢をつくるため，各学科においては

表２に示す創成科目の授業を行っている。 

 

表２ 工学部で実施している創成型授業の例 
学 科 科 目 名  実 施 内 容  

建設基礎セミナー  
教員が数名の新入生を担当し，学生が選んだ課題を自分で解決していく

少人数形式のセミナー  
建設  
工学科  

技術者・科学者の倫理， 
キャリアプラン演習，  
建設工学学外演習，  
プロジェクト演習  

就職や進学等の将来設計を学生自ら立案することで，自律した建設技術
者になることを意識させるキャリア教育  

機械  
工学科  

機械基礎実習，創造基礎
実習，基礎機械製図，解
析力学演習，CAD 実習，
機械設計製図，メカトロ
ニクス演習，創造実習  

学生が積極的に取り組み，科目間の関連性の理解，応用力の育成を図る
主体的な学習を促す授業。機械工学科では，これらの科目以外にも主要科
目の講義に演習を付随させ，学生の理解度を深めている。  

化学応用  
工学科  

化学序論 2 学生自ら設定したテーマで調査分析，プレゼンテーションを行う。  

生物工学創成実験，  
生物工学創成演習  

学生自ら実験計画を立案し，実験データの解析，調査研究，発表を行う
ことで問題点を見つけ，解決する能力を身につける。筆記試験ではなく，
実験や演習への積極的な参加によって評価する。  生物  

工学科  

雑誌講読  
最新の専門分野の英語研究論文を理解し，発表することで，学問領域へ

の興味の促進とプレゼンテーション能力の向上を図る。  

電気電子  
工学科  

電気電子工学創成実験  
半導体デバイスの作製，アナログ電子回路とデジタル回路の設計と作

製，口頭試問で評価する。  

ソ フ ト ウ ェ ア 設 計 及 び
実験  

通年の実験で，前期はグループごとにサッカーチーム（ RoboCup）を作
る。後期は各グループで一つゲームを作製する。企画からルール作り，シ
ステム開発まで全てを行う。また ,グループ活動を通してコミュニケーショ
ン能力・自己学習能力を育成する。  知能情報  

工学科  

システム設計及び実験  

通年で自立型移動ロボットを作製し，コンテストを行うことにより，ソ
フトウェアとハードウェアの基礎から応用までを段階的に修得する。ま
た，実験の過程で情報収集能力，問題設定能力，問題解決能力，プレゼン
テーション能力を身につける。  

光応用工学セミナー 1 レンズ，回折格子，偏光板を使って光の実験を行い，光の基礎を理解す
る。  

光応用工学セミナー 2 電子回路や光材料に関した実験を行い，光の基礎を理解する。  

感性教育特別講義  現代工学に必要な広い視野と豊かな感性を育てる。  

光応用  
工学科  

設計製図製作実習  工作機械の概要を学び，機械部品の設計・製図を行い，自ら製作する。

（出典：「平成 19 年度 徳島大学工学部授業概要」） 

 

 このように，本学部では教育目的を達成するため，シラバス，創成型授業，教員による

学生指導体制等を整備し，さらに，早期卒業，飛び級制度を設け，学生が主体的に学習す
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るための教育プログラムの改善・向上を図っている。 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を上回る。 

(判断理由) 教育目標を達成するために適切な授業形態の組み合わせや学習指導法の工夫

を行い，様々な学生の主体的な学習を促す取組を実施していることから，期待される水準

を上回ると判断する。 

 

分析項目Ⅳ 学業の成果 

(１)観点ごとの分析 

観点 学生が身に付けた学力や資質・能力 

(観点に係る状況) 本学部の教育目標を達成するために編成された教育課程を履修し，単

位を修得していること及びその教育課程は国際的同等性が保証された日本技術者教育認定

教育プログラム（建設，機械，化学応用，生物，電気電子，光応用工学科）であることか

ら,学生は本学部が教育目標とする能力を身につけたと判断される。本学部全体の平均で

90％の学生が４年間で卒業している。また，高い大学院進学率（56％）からも，研究者と

しての基礎能力が身についていると判断される。日本技術者教育認定教育プログラム修了

生は，各分野の技術者に必要な基礎教育を完了したものとみなされるため，技術士第一次

試験を免除され，技術士補として実務修習へ進むことができる。高等学校教諭一種免許状

（工業）は，平成 16 年度 21 名，平成 17 年度 37 名，平成 18 年度 38 名,平成 19 年度 13

名の学生が取得した。 

このように，学生が身につけた学力や資質・能力及び養成しようとする人材像に照らし

て，学生が JABEE 認定の教育課程を修了していること，技術士補の資格取得等から教育の

成果・効果があった。 

 

観点 学業の成果に関する学生の評価 

(観点に係る状況) 平成 18 年度に行われた「教育の成果・効果を検証するためのアンケー

ト調査」や「学生生活実態調査」によると，教養教育，専門教育，発表・表現力教育の貢

献度に対する学生，卒業生の評価は中評価である。また，平成 19 年 12 月に行われた学生

の学習に関する実態調査結果（表３）において，現在の教育で将来の希望は実現できそう

ですかの問いに対して，「はい」と答えた４年生は，本学部全体の平均値は約 67％であっ

た。 

また，同調査において，大学教育に対する満足度で 60 点以上の合格点を示した４年生

の割合は，本学部全体の平均値で約 87％であった。これらのアンケート結果から,学業の

成果に対する学生の満足度が高いことが示されている。 

 

表３ 平成 19 年度学生の学習に関する実態調査結果 

（問）現在あなたが受けている教育で将来の希望は実現
できそうですか。 

（問）大学教育全体の満足度は 100 点満点で何点ぐ
らいですか。 

区 分 はい（ %） いいえ（ %） 区 分 60 点以上（ %） 59 点以下（ %）

建 設 68 32 建 設 95 5 
機 械 74 26 機 械 89 11 
化 学 応 用 72 28 化 学 応 用 86 14 
生 物 56 44 生 物 79 21 
電 気 電 子 68 32 電 気 電 子 85 15 
知 能 情 報 66 34 知 能 情 報 92 8 
光 応 用 63 37 光 応 用 81 19 
学 部 全 体 66.7 33.3 学 部 全 体 86.7 13.3 

（出典：「平成 19 年度 徳島大学ラーニングライフ調査報告」） 

 

このように，学生が身につけた学力や資質・能力及び養成しようとする人材像に照らし
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て，学生からの意見聴取結果等から教育の成果・効果があった。 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準にある。 

(判断理由) 学生は，教育目的を達成するために適切に編成された教育プログラムを履修

することにより，養成しようとする人材像に必要な資質・能力を身につけており，学生ア

ンケート結果からも教育の成果・効果があったことを検証していることから，期待される

水準にあると判断する。 

 

分析項目Ⅴ 進路・就職の状況 

(１)観点ごとの分析 

観点 卒業（修了）後の進路の状況 

(観点に係る状況) 昼間コースでは，就職希望者のほとんどは技術系専門職として企業に

就職している。平成 16 年から平成 19 年までの集計では 79％は企業に，６％は官公庁，残

り 15％は自営業その他に就職している。（大学情報データベース：卒業生の就職・進学状

況（資料 A2-2007 入力データ集:NO.4-7 卒業・修了者，資料 A2-2007 入力データ集:NO.4-8

就職者（職業別）））夜間主コースでは，生物工学科を除き，就職希望者の 80％以上が就職

している。また，卒業生の 46-69％が進学している。さらに，本学部全体の進学率の平均

値は 56％であったが，進学希望者は全員進学している。 

このように，卒業生のうち就職希望学生のほとんどが技術系専門職として就職し，進学

希望者が大学院へ入学していることは，本学部の教育によって学生が就職，進学に充分な

学力，能力を身につけていることを証明している。 

 

このように，学生が身につけた学力や資質・能力及び養成しようとする人材像に照らし

て，卒業後の進学・就職状況から，教育の成果・効果があった。 

 

観点 関係者からの評価 

(観点に係る状況) 平成 18 年度に全学自己点検・評価委員会によって行われた卒業生及び

就職先の雇用主による「教育の成果・効果を検証するためのアンケート調査」によると,

大学教育の専門教育，自然科学教育，人間力教育，外国語教育，発表・表現力教育の貢献

度は中評価であり，バランスのとれた教育がなされていると判断される。また，平成 19

年度外部評価会議報告書では，５点満点で，教育活動では昼間コースが 3.9 点，夜間主コ

ースは 3.8 点と評価され，本学部の教育は高い評価を得ている。 

 

このように，学生が身につけた学力や資質・能力及び養成しようとする人材像に照らし

て，卒業生や就職先等の関係者からの意見聴取の結果から，教育の成果・効果があった。 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 期待される水準を上回る。 

(判断理由) 卒業生の進学，就職状況は良好であり，卒業生全員が希望する進路へ進んで

いる。就職した学生は，ほぼ全員，本学部で学んだ専門知識が活かせる専門職に就職して

いる。また，卒業生や就職先の雇用主のアンケート結果からも，社会の要請や目的に沿っ

た教育を行っていると評価されていることから，期待される水準を上回ると判断する。 
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Ⅲ 質の向上度の判断 

 

 外部評価会議による本学部昼間コースと夜間主コースのカリキュラムとシラバスに関す

る評価は，それぞれ５点満点で，平成 16 年度は 4.2 点と 3.8 点であったが，以下に示すよ

うな事例によって，平成 19 年度は 4.6 点と 4.1 点と評価点は高くなり，明らかに教育の質

が向上していることを証明している。 

 

①事例１「授業アンケートの活用と FD 活動」(分析項目Ⅰ) 

(質の向上があったと判断する取組) 本学部では，法人化以前より学生による授業評価

を行い，FD 活動に役立てている。授業評価は学生自身に対する評価（シラバスの利用，

出席，予習・復習，集中度等４項目）と講義内容，方法，教員に対する評価（教員の熱

意，説明の方法，教材，板書の字や図，授業のレベル等 13 項目）から構成され，教員は，

その対応策，改善案を学科の FD 委員へ提出することが義務づけられている。また，本学

部では毎年１回，工学教育シンポジウムを開催し，各学科の新しい授業方法の取組やそ

の成果について報告，討論し，学科間の壁を越えて授業改善を進めている。 

 

②事例２「ユビキタス技術による新しい学習環境の構築」(分析項目Ⅲ) 

(質の向上があったと判断する取組) 本学部は，平成 16 年度に文部科学省の現代的教育

ニーズ取組支援プログラム（現代 GP）に「ユビキタス技術による新しい学習環境の創生」

の取組が採択され，いつでもどこでも利用できる学習環境を提供するだけでなく，適切

な場所で適切な時に適切な情報を提供する学習支援環境の整備を進めてきた。平成 19

年度は u ラーニングを用いた 73 の科目を開講し,自宅で自学自習が可能なビデオ配信，

授業コンテンツの配信を行っている。 

 

③事例３「創成学習開発センターによる創造性教育方法の開発」(分析項目Ⅲ) 

(質の向上があったと判断する取組) 文部科学省の特色ある大学教育支援プログラム

（特色 GP）に「進取の気風を育む創造性教育の推進」が採択され，創成学習開発センタ

ーが全学組織として本学部キャンパスに設置された。創成学習開発センターは，創造性

教育方法の開発と実践，評価方法の開発，成果の発信を目的として，学生の自主的な「も

の作りプロジェクト」を支援することによって，学生の工学的センス，技術者としての

意識を育成してきた。また，韓国の海洋大学校との提携プロジェクトやシンポジウムを

行うことによって，国際的感覚を持った学生を輩出することにも大きな貢献をしてきた。

センター教員は，工学教育関係の国内外の学会において，本学部学生のための新しい創

成型の教育法について発表している。センター内（イノベーションプラザ）には，機械

工作，電気工作を行うための設備があり，センター教員が機器の講習会を開催し，旋盤

や３次元加工機等の使い方も指導している。センターは，特色 GP が平成 18 年度に終了

したことに伴い，平成 19 年度から本学部組織となった。平成 18 年度からは，学生自主

プロジェクトが進行しており，創造性のある積極的な学生の育成に貢献している。（別添

資料 10：「創成学習開発センター学生自主プロジェクト」） 


